
ミ
ナ

人
と
す
る
。
思
ふ
に
前
者
は
麗
怖
の
雑
役
を
加
算
し
一
し
、
幕
府
の
命
に
よ
り
て
サ
九
日
浪
士
を
繍
弁
・
小

な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
他
に
莱
府
軍
十
三
疋
・
-
讃
・
彦
根
三
務
に
引
渡
し
、
二
周
三
日
及
び
四
日
に

駄
馬
四
十
疋
が
あ
っ
た
0
.加
し
て
麗
喜
は
廓
腕
に
銀
一
殺
到
を
獲
し
て
、
入
日
鑓
〈
金
制
仰
に
邸
着
し
た
。
一
山

都
に
節
し
た
か
ら
、
サ
四
日
海
諸
を
渡
し
、
幕
府
の
一
し
て
窓
愈
の
裁
判
は
朔
日
を
以
て
開
始
せ
ら
れ
、
四

敢
然
も
亦
サ
七
日
を
以
て
鴎
京
し
た
。
一
日
耕
雲
蹄
以
下
廿
四
人
を
、
十
五
日
に
は
百
三
十
人

ハ
五
〉
大
型
寺
務
の
出
兵

l
初
め
浪
士
の
越
前
に
入
ら
一
を
、
十
六
日
に
は
九
十
六
人
を
斬
し
、
そ
の
他
一
一
一
一
回

ん
と
し
た
時
、
嗣
井
侯
松
平
茂
昭
及
び
丸
岡
侯
有
馬
一
六
人
は
遁
放
、
百
サ
入
人
は
流
刑
に
磁
し
、
百
一
一
一
十

道
純
は
長
州
征
伐
の
軍
に
従
う
て
不
在
で
あ
っ
た
。
一
億
人
は
水
戸
に
送
還
せ
ら
れ
た
。

是
を
以
て
丸
岡
務
は
先
づ
大
型
寺
務
の
援
を
諮
ひ
、
一
ハ
七
〉
松
原
跡
祉

l
耕
雲
競
等
の
死
に
就
い
た
裂
陸
路

大
型
寺
務
は
九
日
前
田
主
計
の
陵
を
山
中
に
出
し
一
二
年
永
原
孝
知
・
不
破
貞
限
等
相
談
り
、
四
月
四
日

て
、
越
前
日
の
大
内
・
風
谷
に
備
へ
、
山
崎
椴
丞
の
一
温
悼
の
法
曾
を
大
莱
寺
に
暴
げ
た
。
五
周
西
本
願
寺

際
を
丸
岡
務
の
鑓
に
熊
坂
に
源
し
、
十
日
前
田
中
務
一
は
、
浪
士
の
墓
標
を
そ
の
刑
場
来
迎
寺
野
に
建
て
ん

の
隊
を
橘
瞬
に
舗
へ
し
め
た
。
こ
の
日
縞
弁
務
も
亦
?
と
し
て
、
資
を
加
賀
務
に
請
う
た
か
ら
、
前
制
使
館
・

援
を
大
塑
寺
及
び
加
賀
器
に
求
め
た
。
図
っ
て
山
中
一
は
四
百
爾
を
奥
へ
て
工
を
助
け
、
九
月
越
前
に
在
つ

の
際
を
越
前
に
入
ら
し
め
、
後
三
日
に
し
て
橘
の
隊
一
て
衣
食
に
窮
し
た
浪
士
六
人
に
二
百
繭
を
腕
っ
た
。

も
亦
前
滋
し
、
熊
坂
の
際
や
・
右
村
に
移
し
た
。
こ
の
一
明
治
五
年
学
知
亦
水
府
議
窃
援
を
自
家
の
越
川
提
腕
棟

聞
に
浪
士
は
大
野
務
の
封
墳
を
去
旬
、
迭
に
木
芽
峠
一
一
回
寺
に
建
て
た
。
八
年
朝
廷
耕
袋
姉
等
の
胸
に
松
原

を
揃
え
た
の
で
、
菰
弁
務
の
老
侯
松
平
鹿
永
は
府
中
一
紳
祉
の
践
を
授
け
ら
れ
、
十
一
年
車
柏
崎
北
巡
の
時
祭

に
滋
み
、
夏
に
大
型
寺
務
の
来
援
を
促
し
た
震
に
、
一
一
耐
料
五
百
聞
を
下
賜
せ
ら
れ
た
が
、
未
だ
嗣
殿
を
有

前
聞
主
計
は
鯖
江
に
、
前
凶
巾
務
は
麻
生
様
に
附
し
一
し
な
か
っ
た
の
で
、
三
十
一
年
地
方
有
志
等
遁
替
の

た
。
然
る
に
浪
士
は
十
七
日
に
去
っ
て
降
伏
し
た
か
一
鑓
助
資
を
前
回
氏
に
縞
ひ
、
侯
偲
利
嗣
は
濁
カ
工
を

ら
、
十
九
日
鹿
永
は
鯖
江
に
替
を
怠
っ
て
そ
の
撤
退
一
段
へ
、
十
周
九
日
そ
の
銀
座
式
を
暴
行
し
た
。

を
求
め
、
大
翠
寺
務
の
士
卒
に
し
て
越
前
に
在
っ
た
一
ミ
ナ
ヅ
キ
水
無
月
能
登
で
萄
六
周
晦
日
を
水

も
の
は
、
サ
ご
日
皆
鴎
還
し
た
。
一
無
用
と
い
う
た
。
水
無
月
放
の
略
で
あ
ら
う
。

ハ
六
〉
浪
士
の
髭
刑

l
加
賀
務
が
浪
士
を
致
賀
の
三
寺
一
ミ
ナ
ヅ
キ
皆
月
鳳
至
郡
七
揃
庄
に
鴎
す
る
部

院
に
牧
容
し
た
後
は
、
そ
の
待
遇
極
め
て
怒
切
で
、
一
帯
。
元
和
六
年
皆
居
村
続
き
に
新
村
を
立
て
、
之
を

大
に
浪
士
の
感
謝
す
る
厨
と
な
っ
た
。
然
る
に
元
治
一
新
村
と
名
づ
け
た
が
、
後
親
村
に
合
併
せ
ら
れ
た
。

ご
年
ハ
鹿
邸
元
)
正
月
幕
附
の
若
年
寄
田
沼
玄
智
頭
窓
一
能
登
名
跡
志
に
、
『
皆
用
村
儀
程
よ
き
村
に
し
て
、
一
虫

館
が
、
降
人
を
札
閲
す
る
僑
慨
に
江
戸
を
設
し
た
と
一
中
破
損
奉
行
滞
在
あ
り
。
長
田
彦
と
て
、
利
家
公
よ

の
報
を
得
る
に
及
び
、
意
隼
が
嘗
て
浪
士
と
常
陸
に
一
・
り
御
扶
持
扱
き
あ
る
山
廻
役
あ
り
。
御
牧
納
臓
あ
り
。

職
う
て
敗
れ
た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
必
ず
彼
等
を
一
此
七
捕
の
献
上
鑑
辛
は
此
既
に
て
出
来
す
。
印
盤
辛

遇
す
る
に
亡
放
な
る
べ
き
を
恩
ひ
、
鹿
曹
に
訴
へ
て
一
御
臓
あ
り
。
叉
此
抑
に
喝
励
と
て
、
雌
織
の
ご
つ
の

窓
隼
の
去
る
と
共
に
そ
の
轡
衡
を
排
す
る
こ
と
L

一
浮
島
あ
り
。
』
と
記
す
。
皆
周
の
捕
を
ま
た
茂
り
の
浦

叉
は
深
浦
と
も
い
ふ
。

εナ
ヅ
キ
ノ
ヒ
ヨ
皆
月
の
彦

J
ヒ

コ

彦
o

sナ
ヅ
キ
ハ
ツ
ケ
イ
皆
月
八
最
限
定
都
皆
用

附
涯
の
殻
勝
を
敏
へ
た
も
の
で
、
務
捕
の
鴎
帆
、
沼

田
の
秋
用
、
六
回
の
務
服
、
皆
月
織
の
納
涼
、
東
崎

山
の
脆
鏡
、
鋸
崎
の
タ
震
、
前
明
宮
の
夜
雨
、
小
桃

山
の
暮
雲
こ
れ
で
あ
る
。

ミ
ナ
ヅ
キ
ヒ
ヨ
シ
タ
ン
ジ
ヤ
皆
月
日
吉
締
結

鳳
軍
部
皆
周
に
在
っ
た
。
式
内
等
諸
国
註
記
に
、
『
皆

且
日
吉
耐
社
。
七
捕
庄
皆
居
村
銀
座
。
稽
=
山
王
権

現
一
』
と
記
す
る
。
今
は
無
い
。

ミ
ナ
ヅ
キ
ワ
ン
皆
月
結
婚

小
憶
を
い
ふ
。

ミ
ナ
ト
皆
戸

小
字
。

鳳
至
郡
皆
月
前
面
の

臨
軍
部
時
凶
ハ
商
時
凶
〉
の
内
の

ミ
ナ
ト
漠
能
安
部
板
律
郷
に
臨
す
る
部
務
。

手
取
川
の
河
口
で
、
古
へ
は
今
設
と
い
ひ
、
前
回
利

長
の
密
航
に
も
今
演
と
醤
い
た
の
が
あ
る
が
、
正
保
・

寛
文
・
点
事
の
高
辻
帳
に
は
燦
村
に
な
っ
て
ゐ
る
。

ミ
ナ
ト
ヨ
ウ
湊
郷
正
平
四
年
三
月
十
五
日
右

中
排
判
、
郡
日
中
務
少
輔
宛
厨
の
給
旨
に
、
『
能
鷲
凶

白
井
郡
縫
郷
南
北
地
頭
取
震
動
功
賃
可
令
知
行
者
云

々
。
』
と
あ
る
。
白
井
郡
は
羽
咋
郡
で
、
渡
揺
は
湊
保

と
同
じ
だ
ら
う
。

ミ
ナ
ト
ホ
湊
保
羽
咋
郡
に
在
っ
た
。
承
久
=
一

年
詮
縫
の
能
登
凶
岡
撤
回
録
に
、
『
護
保
、
拾
八
町
九

段
入
、
承
久
元
年
穣
北
口
口
、
件
腕
矯
闘
衡
綴
停
止

也
。
』
と
あ
る
。
叉
箆
泉
寺
文
醤
建
武
五
年
一
一
周
十
三

日
平
行
殺
の
寄
滋
紋
に
、
能
奮
闘
撲
保
南
方
兵
庫
村

と
い
ひ
、
永
光
寺
省
担
貞
和
三
年

E
用
十
五
日
良
部

の
寄
溢
紋
に
能
登
闘
羽
咋
波
保
育
崎
と
い
ふ
か
ら
、

邑
智
潟
排
水
口
附
涯
な
る
務
保
を
一
に
羽
咋
襟
保
と

い
ひ
、
そ
の
中
に
兵
庫
村
・
吉
崎
村
の
あ
る
こ
と
が

八ニニ

知
ら
れ
る
。
後
世
兵
庫
村
は
架
生
保
に
、
音
崎
村
は

邑
知
院
に
題
し
て
ゐ
た
。

εナ
ト
ヤ
ム
ラ
ジ
ロ
ウ
港
屋
村
次
郎
石
川
榔

奨
川
の
人
。
一
雀
と
践
し
、
時
給
を
識
と
し
、
本
官

製
厨
子
の
聾
債
を
高
か
ら
し
め
た
o
寛
政
八
年
に
生

ま
れ
、
安
政
六
年
九
用
六
十
四
歳
で
夜
し
た
。

ミ
ナ
旬
、
、
南
鹿
島
郡
能
登
島
庄
に
回
す
る
部
w
m
o

sナ
さ
南
鳳
至
郡
・
阿
岸
郷
に
鴎
す
る
部
帯
。

永
除
・
天

E
の
文
書
に
は
阿
岸
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

εナ
£

甫

J
ア
ハ
ヅ
粟
・
津
ハ
珠
洲
〉
。

ξ
ナ
句
、
、
ア
ガ
タ
シ
ョ
ウ
南
蘇
庄
和
名
抄
所
載

加
賀
郡
英
多
郷
の
地
で
あ
る

o
E平
九
年
十
一
月
廿

一
一
日
付
水
無
瀬
中
納
言
宛
腕
の
給
回
目
に
、
『
以
水
成
搬

殿
御
所
跡
、
可
被
立
祉
也
、
加
賀
凶
南
麟
殖
地
問
職

云
々
鑓
彼
御
料
腕
云
々
。
』
と
あ
り
、
後
世
ま
た
河
北

T
M
n
'
 

都
英
凶
郷
が
あ
る
。

ミ
ナ
ξ
ア
ガ
タ
ホ
南
英
国
保

4
ア
ガ
タ
ホ

英
問
保
。

-旬、ナ

εア
ザ
ヰ
南
浅
井
能
美
郡
苗
代
郷
に
幽

す
る
部
務
。

εナ
εオ
F
ゾ
ウ
南
御
土
議

J
カ
ナ
ヤ
プ

y

コ
金
谷
文
庫
。

ミ
ナ
£
オ

F
ゾ
ウ
プ
ギ
ヨ
ウ
南
御
土
議
奉
行

商
御
土
議
奉
行
は
元
隊
十
四
年
初
地
七
兵
衛
・
山
口

勝
之
丞
ご
人
が
命
ぜ
ら
れ
た
に
起
る
。
そ
の
以
前
は

御
醤
物
役
二
人
が
一
年
交
替
に
勤
め
て
、
之
を
雨
御

土
議
裁
許
と
い
う
た
。
延
享
申
奉
行
の
敏
を
改
め
て

四
人
と
し
、
天
明
七
年
か
ら
主
人
で
勤
め
た
。

εナ
ξ
ガ
タ
南
方
・
珠
洲
郡
直
郷
に
屈
す
る
郎

務。ミ
ナ

εガ
ハ
南
川
鳳
安
部
山
是
清
領
山
か
ら

流
出
で
、
北
川
領
で
阿
倍
川
に
務
合
ふ
。
水
源
か
ら

合
流
動
ま
で
八
粁
七
許
。
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